
戦略重点科学技術（８） 人の能力を補い 生活を支援するユビキタスネットワーク利用技術

戦略重点科学技術（８） 人の能力を補い 生活を支援するユビキタスネットワーク利用技術

施策名： 情報家電の高度利活用技術の研究開発 【総務省】

連携施策群（ユビキタスネットワーク）施策

施策名： 自律移動支援プロジェクトの推進 【国土交通省】

連携施策群（ユビキタスネットワーク）施策

平成２０年度対象予算： ５２６百万円

（平成１９年度対象予算： ７０１百万円）
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観光情報を多言語で提供

交通結節点における円滑な情報提供すべての
情報を
１つの

携帯端末
で入手

身体的状況に応じた 適ルートの提示

周辺施設情報の提供 観光情報を多言語で提供

交通結節点における円滑な情報提供すべての
情報を
１つの

携帯端末
で入手

身体的状況に応じた 適ルートの提示

周辺施設情報の提供

平成20年度は官と民とが連携して自律移動

支援システムの定常的サービス提供に向け
た実証実験を実施し、定常的サービスの開
始を目指す。

○ＩＣタグなどの情報基盤を整備すること
により、身体的状況、年齢、言語等を問
わず、「いつでも、どこでも、だれでも」移
動等に必要な情報を携帯端末で入手す
ることを可能にする自律移動支援システ
ムを構築する。

制御システム

・高度なｻｰﾋﾞｽの基盤となる認証・
ｾｷｭﾘﾃｨのﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑは未確立

・機器能力の差異のため、一定の
ｾｷｭﾘﾃｨの確保が困難

・情報家電の多様性等から統一的
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの実現が困難

・能力に差異がある情報家電
においても一定のｾｷｭﾘﾃｨを
確保し安心してﾈｯﾄﾜｰｸを介し
たｻｰﾋﾞｽを享受

・ﾕｰｻﾞが高度な管理設定を行
わずに、情報家電をｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ

クーラー

ステレオ テレビ

電話

DVD

テレビ

冷蔵庫

パソコン

デジタルテレビ照明

防犯省エネ制御

様々なサービス
映像配信

ビデオカメラ

洗濯機

FAX

電子レンジ

将来像・目標現状・課題

平成２０年度対象予算： ２１７百万円

（平成１９年度対象予算： ２５９百万円）

実施期間： 平成１８～２０年度

（予算総額： １,３７５百万円）

○家電のデジタル化やネットワークのブ
ロードバンド化の進展により、今後多様
な利用が期待される情報家電について、
安心安全に高度なサービスが利用でき
るよう必要に資するため、以下の技術の
研究開発を行う。

① 自動認証型マルチデバイス管理・

連携・ 適化技術
② スケーラブル対応型ソフトウェア制

御技術




